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視覚障がい教育におけるＩＣＴ活用

□ 情報を聴覚や触覚で把握する
ための指導内容や方法、教材・
教具の活用場面等を明記する。

□ 基礎的・基本的な事項の定着
を図る時間と、習得した知識・
技能を活用する時間を明確に示
す。



聴覚障がい教育におけるＩＣＴ活用

□ 発表や話合いに取り組む時
間を明確にし、意図的かつ計
画的にICTを活用して言語活
動の充実を図る。

□ 的確な言語概念の形成を図
ることができるよう、教科横
断的な視点をもちながら効率
的かつ効果的に体験的な活動
に取り組めるようにする。



知的障がい教育におけるＩＣＴ活用

□ ICTを活用しながら主体的
に学ぶ経験を重ねられるよう、
具体的な活用場面や方法を明
記する。

□ 実際的な生活場面の中で、
具体的に思考や判断・表現が
できるよう、興味・関心や地
域の実情等を踏まえた題材を
設定する。



知的障がい教育（高等部）におけるＩＣＴ活用

□ 机上での学習と作業等の活
動を伴う場面の学習が関連付
けられるよう、計画にそれぞ
れの活動を位置付ける。

□ 卒業後の生活を視野に入れ、
ICTを活用した読み書きや調
べ学習を効果的に位置付ける。



肢体不自由教育におけるＩＣＴ活用

□ 指導内容を重点化し、基礎
的・基本的内容の確実な習得な
ど、単元目標の焦点化を図る。

□ 認知の特性を把握し、指導方
法や活用する教材・教具、留意
点等を明記する。



病弱教育におけるＩＣＴ活用

□ 基礎的・基本的な事項を効果
的に習得できるよう、指導内容
を精選する。

□ 間接体験や疑似体験、仮想
体験等を学習内容として位置
付ける等の指導の工夫を明記
する。



自閉症・情緒障がい教育におけるＩＣＴ活用

□ 各教科等で育成を目指す資
質・能力を明確にするととも
に、児童生徒の興味・関心や
得意なことなどを踏まえて、
具体的な学習活動を設定する。

□ 単元全体に見通しをもって
学習できるよう、事前学習に
学習の流れやICTの活用等の
具体的な学習の手だてを説明
する時間を位置付ける。



通級による指導の効果を高めるためには、アセスメントが重要です。アセスメントは、様々な角度から子どもに関する情報を集め、結
果を総合的に整理・解釈していく過程であり、その際には「なぜ子どもが困っているのか」「どうしてこのようなつまずきが生じるの
か」という背景にある要因を探り、仮説を立てる必要があります。
この手引では、一見同じような困難さをもつ子どもに対して、背景にある要因を検討し、それに応じた指導を行う事例を掲載していま

すので、参考にしてください。

アセスメント

子どもの困難さの背景
にある要因を探り、指
導仮説を設定

書くことが難しい

視覚認知力
の弱さ

不注意
衝動性

目と手の
協応の弱さ

友達との関係づくりが
難しい

心の理論の
獲得に課題

など

ワーキング
メモリの弱さ

不注意
衝動性

共同注意
の困難

中枢性統合
の弱さ

背景にある要因

困難さ

など

指導目標、内容、
方法の設定

指導仮説に基づいて、具体的な
指導目標、内容、方法を設定し、
個別の指導計画を作成

子どもへの指導

評価

アセスメントで立てた
指導仮説が正しかった
かを子どもの様子から
評価し、指導を改善

改善

必要に応じてアセスメ
ントをさらに行い、指
導目標、内容、方法を
改善



「形を正確に捉えることが難しい」生徒への指導の例

○ 趣味のプラモデル作りの際は、手順書を読みなが
ら、順番に組み立てることができる。

〇 漢字は「横線が１、２、３本」、「縦線が･･･」な
どと唱えると、覚えやすい様子が見られる。

● 画数が多い漢字では、特に線が交差する部分の書
き間違えが多く見られる。

● 漢字を書く際に、へんとつくりが反転したり、つ
くりのみを書いたりすることが多い。

中学校第１学年
Ａさん

動画、アニメーションの活用語呂合わせ

明

多感覚の活用

書き順アニメーション、へんとつく
りの色分け、ペン入力などを活用する。

生徒が自分で語呂合わせを考えて覚
える。

モールやブロックで漢字を形成する
など、運動感覚や触覚を活用する。

（仮説）
形を正確に捉えることが難しいのか

もしれない？

・形を正確に捉えることが難しいため、漢
字の大まかな形は分かるが、細部を正確
に理解することが難しい。

・空間認知が弱いため、へんやつくりの位
置、構成の配置を誤ることがある。



「不注意があったり、注意の持続が難しかったりする」児童への指導の例

小学校第５学年
Ｂさん

覚え方の工夫 セルフチェックの工夫 環境の工夫

寺 横棒の
本数は？

跳ねた後の
点は？

間違えやすいところを取り出して書
き取りをする。

児童がポイントを見ながら自分で確
認することで、見直すことを習慣化す
る。

集中できるよう課題の量を調整し、
決まった数を丁寧に書いて練習する。

（仮説）
不注意があったり、注意の持続が難

しかったりするのかもしれない？

・不注意があるため、形の似た漢字を書いた
り、点や線を書き忘れたりして間違える。
・注意が持続しないため、時間が経つと字
形が崩れたり、画の抜け落ち、似た形の
漢字との取り違えなどの誤りが多くなっ
たりする。

○ 見本を提示しながら間違えた漢字を指摘すると
自分で確認しながら訂正することができる。

〇 遊びやゲームのような活動には、楽しみながら
意欲的に取り組むことができる。

● 漢字を書く際に、点や線が一部省略されたり、
余分に追加されたりすることが多い。

● 形の似た漢字と書き間違えることが多い。
（例：「線」と「緑」を書き間違える）

● 何度も漢字を書いて練習しても、途中から字形
が崩れたり、間違えて書いたりする。



「目と手を協応させることが難しい」児童への指導の例

小学校第２学年
Ｃさん

協応を高める活動の工夫 ＩＣＴの活用見ることに頼らない学習の工夫

モールやシールで漢字を形成し、指
先でなぞる。

ビーズ通しや迷路、点つなぎなど、
児童が楽しめる活動を通して、目と手
の協応を高める。

タブレットでのなぞり書きや、拡大
表示などを活用し、指先の細かな動き
の負担を軽減

漢字をモール
で作って、指で
なぞってみよう 算

漢字を大きく
して見てみよう

（仮説）
目と手を協応させることが難しいの

かもしれない？

・指先の微細運動が上手くできないため、
漢字を書く際に字形が整わなかったり、
枠からはみ出したりしてしまう。

・目で見た情報と手の運動をつなぐことに
時間がかかるため、書字の速度が遅い。

○ パズルや折り紙で遊ぶことが好き。
○ 学習意欲が高く、文字を美しく書くことを目指
して繰り返し練習をしている。

● ノートに文字を書く際、文字がマス目の枠外に
はみ出してしまう。

● 漢字を書く際、へんとつくりの配置や大きさの
バランスが崩れやすい。

● 他児と比べて漢字を書くのに時間がかかる。



高等学校
第１学年Ｄさん

暗黙のルールに関する
「あるあるネタ帳」づくり

学習や生活の中で困難が想定される
場面について、暗黙のルールを視覚化
し、理解を促す。

ロールプレイ

良い行動（交互に会話）と悪い行動
（一方的に話しをされる）を体験し、
どのような気持ちになるかを体感する。

動画で他者視点を理解

Dさんの課題となる行動を教師が演
じて録画する。動画を視聴し、相手の
表情から気持ちを推測させる。

カラオケでは、
みんなが順番に歌
えるように、１曲
ずつ入れる。

みんなが知って
そうな歌の方が
盛り上がる。

ありが
とう･･･

（仮説）
周囲の状況を理解することや他者視

点に立つことが苦手なのでは？

・相手の表情などに注意を向けることが苦手なた
め、友だちとの関わり方が一方的になる。

・場の雰囲気を察することが苦手なため、暗黙の
ルールが分からない。

・他者視点に立つことが苦手なため、自分の言動
で相手がどう感じるか想像して振る舞うことが
難しい。

○ 自分の好きなゲームを友達に紹介するときに、
順序立てて説明することができる。
（例：○○を○○すると敵を倒すことができる。）

○ 悪ふざけをしている友だちからの誘いを断るこ
とができる。

● 相手は退屈そうにしていても気付かずに、自分
が好きなゲームやアニメの話を一方的にし続ける。

● テストの点数が悪かった友だちに対して、「こ
んな問題簡単だよ」と思ったことを言う。

「他者視点に立つことが苦手」な生徒への指導の例



言い換えゲーム

元気いっぱいだね
パワフルだね。
明るい人だね。

相手との関係が悪くならない言い方を
練習する。

高等学校
第１学年Ｅさん

自己コントロールの学習

どんな場面で何があった？
あなたはどう思った？
次はどうしたらいい？

「待つ（深呼吸）→考える→行動す
る」ことを練習する。
リマインダーとしてメモアプリを自分で
確認する。

振り返りと記録

トラブルや上手く対応できたことを
振り返り、タブレットに記録する。少
しずつ上手く対応できた出来事が増え
ることで自信をもたせる。

上手くいく
ことが

増えてきた！

ＳＮＳに返信する前に、
一旦、メモアプリに保存
しておいた、注意事項を
確認してみよう。

（仮説）
衝動性が高く、行動をコントロール

することが難しいのかもしれない？

・衝動性が高いため、考える前に思ったこ
とをすぐに口にしてしまい、結果的に相
手を傷付けてしまうことがある。

・行動のコントロールが難しいため、同様
の失言を繰り返してしまう。

○ 反応が早く、行動力があり迷わずに行動できる。
○ 裏表がない性格で、思ったことを素直に言うこ
とができる。

● 楽しくなり過ぎると冗談のつもりで発言したこ
とが、相手を傷つけてしまうことがある。
（例：髪を切った友だちに、「ダサっ」と言う）

● 相手の反応を待てないことや感情を抑えられ
ずに行動することがある。
（例：ＳＮＳの返信がすぐにないと、「なんで返

さないの？！」と強い言葉で連投する）

「衝動性が高く、行動をコントロールすることが難しい」生徒への指導の例

「うるさい」と、
言いたいとこだけど･･･


